















































医師は、必要な基本的知識および技能等についての 6 年間の医学教育を経た後、2 年間
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International Health Regulations）を 24 年ぶりに














象をこれまでの上記 3 疾患から、Public Health 

















　WHO 加盟国で PHEIC が発生した場合、下図
に示すように、その発生国の IHR 情報連絡窓口が
WHO に通告し（PHEIC として評価された後 24 時
間以内）、WHO はその通告内容に応じて PHEIC 拡
大防止のための迅速な手段を講じることになって
いる。このような情報収集ルートの明確化により、
WHO は PHEIC 発生国やその他の WHO 加盟国が
実施すべき保健措置に関する暫定的及び恒常的勧
告を出すことができるようになった。その一方で、















参　考 1) 世界保健機構（WHO）International Health Regulations. http://www.who.int/csr/ihr/en/.
 2) New International Health Regulations come into force. Eurosurveillance weekly release. June 7, 2007.
   http://www.eurosurveillance.org/releases/index-02.asp?display=ew.
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　米国 NSF (National Science Foundation) は、
2007 年 10 月からの 5 年間で４億ドル規模の研究









クトの実施計画に関する議論を集約し、4 月 25 日
付で「プロジェクト実行プラン」を公開した。こ























情報通信分野 TOPICS Information & Communication
　米国 NSF (National Science Foundation) は、2007 年10 月からの 5 年間で４億ドル規模の研究資金を次
世代情報ネットワーク、GENI (Global Environment for Network Innovation ) の研究に出資する。GENI は、
次世代ネットワークとその応用についての大規模研究プロジェクトであり、既存のインターネットとは異なる
アー キテクチャを目指す。約1 年半にわたる実施計画に関する議論を集約し、4 月 25 日付で「プロジェクト
実行プラン」が公開された。文書は、「研究計画」「システム要求用件」「機能設計」「実装計画」などからなり、
今年９月から向こう５年間にわたって実施される。我が国では、NICT（（独）情報通信研究機構）が実施する



































GENI ホームページ : http://www.geni.net/
（独）情報通信研究機構 AKARI プロジェクトホームページ：
http://akari-project.nict.go.jp/





















































    http://pib.nic.in/release/release.asp?relid=26958
2）（株）ゼネシスホームページ：









































Webb Space Telescope：主鏡口径約 6.6 m）も計



























































 1) ｢Deposition of metal films on an ionic liquid 
  as a basis for a lunar telescope｣、Ermanno 
  F. Borra 他、Na ture、2007年 6 月 21 日
 2) ｢Reflections on ionic liquids｣、Robin D. 
  Rogers、Nature、2007 年 6 月 21 日




















































深さ 50 ～ 90km のマントル内で脱水分離し、上方
に放出され、接触するくさび状マントル注３）内に
移動し、マントルを構成する主要なかんらん岩が、




































































































これは第 1 位の米国 (39)、第 2 位

































































法 律 や 指 針 等 施行年月日等 施 行 機 関 等
ヘルシンキ宣言
　（ヒトを対象とする医学研究の倫理的原則） 1964 年 6 月 世界医師会
臨床研究に関する倫理指針 2003 年 7 月 厚生労働省
遺伝子治療臨床研究に関する指針 2002 年 3 月 文部科学省、厚生労働省
ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 2001 年 3 月 文部科学省、厚生労働省経済産業省
疫学研究に関する倫理指針 2002 年 6 月 文部科学省、厚生労働省
手術等で摘出されたヒト組織を用いた研究開発
の在り方 1998 年 12 月 厚生科学審議会（答申）
ヒト ES 細胞の樹立及び使用に関する指針 2001 年 文部科学省（告示）
個人情報の保護に関する法律 2003 年 5 月
トランスレーショナルリサーチ実施にあたって


















被験者数 少　数 少数～多数 少数～多数








製品の供給元 研究者、企業、国 企　業 企　業
図表２　トランスレーショナルリサーチ (TR)、医師主導臨床試験、治験の比較
図表１　臨床研究に関連する代表的な法律および指針等
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し、2006 年 6 月より審議を行い、

















④ 2007 年 3 月 30 日には文部科
学省・厚生労働省から「新たな治
験活性化 5 カ年計画」が発表され













3  今後求められる臨床研究者像 　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　






































































































































































































は 2004 年 4 月に創設）を受ける
ことが義務付けられている。また、
専門医（特定の診療科や病気に関




























































































































・ 国から補助金を支出する額は、内容等を勘案の上、取り組み規模の範囲内で 1 件当たり年間 5 千万円限度
を上限とし、原則として 2 年間継続的に交付
（予算）2006 年度予算額 42 億円（2 005年度予算額 30 億円）
（採択実績）
・ 2006 年度は申請が 129 大学 268 件、採択が 35 大学 46 件、その内、11 件が医療系
・ 2005 年度は申請が 147 大学 338 件、採択が 45 大学 97 件、その内、19 件が医療系
参考文献 11, 12) を参照し、科学技術動向研究センターにて作成
図表３　「魅力ある大学院教育イニシアティブ」の概要
採択
年度 大　学 専　攻 教育プログラムの名称
教育プログラムの
対　象
2005 群馬大学 医学系研究科医科学専攻 大学院医学教育の双方向型展開と実践 基礎医学・臨床医学融合
2005 京都大学 医学研究科 横断型系統的医学研究キャリアパス形成 学際的・統合的な医学研究




2006 三重大学 医学系研究科生命医科学専攻 地域と時代に応える医学・医療研究者の養成 基礎・臨床融合型
2006 九州大学 医学系学府機能制御医学専攻 臨床研究活性化のための大学院教育改革 臨床研究専門教育システム
2006 熊本大学 医学教育部病態制御学専攻 エイズ制圧をめざした研究者養成プログラム
エイズのトランスレーショ
ナルリサーチ




臨 床 治 験 推 進 リ ー ダ ー 養 成
プログラム 治験・臨床試験
2006 慶應義塾大学 医学研究科医科学専攻 癌研究奨励修士・博士一貫教育イニシアチブ 癌基礎・臨床一体型研究
図表４「魅力ある大学院教育」イニシアティブの採択課題例（臨床研究に関するもの）
科学技術動向研究センターにて作成















































































































































   （山口大学）
【背景】
　大学院医学系研究科応用医工学


















































































































































































































 1)  臨床研究に関する倫理指針（平
成15年7月30日）（厚生労働省）
 2)  新薬のはなし（日本製薬工業協
会）：http://www.jpma.or.jp
 3)  M. Rahman and T. Fukui,
”A Decline in the U.S. Share 
of Research Articles”, New 
England Journal of Medicine 
2002; 347:1211-1212 (2002)
 4)  トランスレーショナルリサーチ
実施にあたっての共通倫理審
査指針、臨床評価 31 巻 2 号 , 
p487-495 (2004)
 5)  第 3 期科学技術基本計画におけ
る分野別推進戦略　ライフサイ
エンス分野（2006 年 3 月 28 日
閣議決定）





12 月 20 日）





（平成 19 年 3 月）
 8)  科学技術の振興及び成果の社会
への還元に向けた制度改革につ
17Science & Technology Trends   August  2007
今後求められる臨床研究者像と大学院における人材育成の試み
いて（中間報告）（基本政策推
進専門調査会（平成 18 年 7 月
26 日）
 9)  新たな治験活性化 5 ヵ年計画（文
部科学省・厚生労働省）（平成
19 年 3 月 30 日）
10)  医学教育の改善・充実に関する
調査研究協力者会議　最終報告
（平成 19 年 3 月 28 日）
11)  国公私立大学を通じた大学教育
改革の支援（文部科学省）：






























































































































1  はじめに ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　








































































































































































































































照 は、XML(eXtesible Markup 



































































































































セッツ工科大学の Media Lab. を
訪問し調査を行った。以下は、
「 未 来 の 住 宅 環 境 (Home of the 
Future)」と題され、建築学と計
算機学の融合研究として実施され







3  コンテキストアウェアネス技術研究の事例 　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　






































































図表 4　家電操作用端末とそれを操作しているところ ( 表紙カラー図参照）
出典：MIT Media Lab. Home_n: house of the future
図表５　住居の随所に配置されたセンサの例
出典：MIT Media Lab. Home_n: house of the future





































































































































4  コンテキストアウェアネス技術の課題 ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　





























































































































 1)  情報通信審議会、「ユビキタス
ネット社会に向けた研究開発の在
り方について」2005年7月
 2)   上岡英史「コンテキストアウェア
ネスを用いたアプリケーション
の研究動向」、情報処理学会誌、
Vol.44, No.3, pp. 265-269, 2003 
 3)   横畑夕貴ほか「ユビキタスサービ
ス合成機能を用いたユーザコンテ
5  むすび　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　





 4)   松岡克典「日常生活の情報科学
的解析」電子情報通信学会誌、
Vol.88, No.12, 2005 
 5)   坂村健「グローバルスタンダード
と国家戦略」NTT 出版、2005 年
10 月
 6)   同「ユビキタス、TRON に出会う」
NTT 出版、2004 年 10 月
 7)   同「ユビキタス・コンピュータ」
角川出版、2002 年 6 月
 8)   Dey,A and G.D.Abowd, Towards 
a  B e t t e r  u n d e r s t a n d i n g 
o f  Con t ex t  and  Con t ex t -
Awareness, Technical Report 
99-22, Georgia Institute of 
Technology, 1999 
 9)   Joyce Ho, Stephen S. Intille, 
“ U s i n g  C o n t e x t - A w a r e 
Computing to Reduce Burden 
of Interruptions from Mobile 
Devices”, Proc. of CHI 2005, 
April 2005, Portland USA.
10)  S. Meyer, A. Rakotonirainy, “A 
Survey of Research on Context-
Aware Homes”, Proceedings 
of Conf. Research and Practice 
in Information Technology, Vol. 
21, 2003
11)  Seng W. Loke,”Contest-Aware 
Artifacts: Two Development 
Approaches”, IEEE Pervasive 
Computing, 2006 April-June,
12)  M. Kirsch-Pinheiro, et . al ,”
Context-Aware Filtering for 
Collaborative Web Systems: 
Adop t ing  the  Awareness 
Information to the User’s 
Context”, Proceedings of 
ACM Symposium on Applied 
Computing, SAC’05, March, 
2005
13)  D. Raptis, et. al, “Context-based 
Design of Mobile Applications 
for Museums: A Survey of 
Existing Practices”, Proceedings 
of Mobile HCI’05, Sept., 2005.  
14)  Martijin Zuidweg, et.al “Using 
P3P in a web service-based 
context-aware appl icat ion 
p l a t f o r m ” ,  T h e s i s ,  T h e 
U n i v e r s i t y  o f  T w e n t e , 
Netherlands, Aug. 2003. 
15)  W3C：http://www.w3c.org/TR/
P3P/ 
The P lat form for  Pr ivacy 
P r e f e r e n c e s  1 . 0 ( P 3 P 1 . 0 ) 
Specification, April 2002. 
16)  マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 工 科 大 学
PlaceLab：
http://www.media.mit.edu/




成 19 年 3 月
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